
支部報告 

 

 

Ⅰ．支部大会 

 

 

2017 年度 

日本フランス語フランス文学会 

中国・四国支部大会プログラム 

2017 年 12 月 9 日（土）徳島大学常三島キャンパス 

開催校 徳島大学＆アリアンス・フランセーズ徳島 

 

１２時３０分 役員会 
１３時３０分 開会 
  開催校代表挨拶 Benjamin MESSY（Alliance Française de Tokushima 館長） 
 
１３時４５分 研究発表 
  司会：平手友彦（広島大学） 
  萩原直幸（岡山大学） 
  「小林秀雄「私小説論」と『オーベルマン』をめぐって」 
 
  司会：伊藤直（松山大学） 
  安藤麻貴（高知大学非常勤講師） 
  「カミュ後期の著作における植物の表象と「再生」のテーマ」 
 
  司会：野呂康（岡山大学） 
  Loïc RENOUD（岡山大学） 
  « L'analyse des formes verbales finies dans une perspective énactive: exemples  
  en français dans une conversation. » 
  松本陵磨（広島大学非常勤講師） 
  「大学生の英語能力を活かしたフランス語授業の試み」 
 
１６時００分 特別講演  
  司会：萩原直幸（岡山大学） 
   柏木隆雄（大阪大学名誉教授・大手前大学名誉教授） 
  「バルザックと la Chine」 
 
１７時００分 総会（305 講義室） 
  議長：金澤忠信（香川大学） 
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2018 年度 

日本フランス語フランス文学会 

中国・四国支部大会プログラム 

2018 年 12 月 2 日（日）広島大学東千田総合校舎 S 棟 

開催校 広島大学 

 

13 時 00 分 役員会 

13 時 45 分 開会 

 

13 時 50 分 研究発表 

  司会 萩原直幸（岡山大学） 

  平松英夫（ノートルダム清心女子大学） 

  「フロベールの写実主義」 

 

14 時 30 分 総会 

  議長 井口容子（広島大学）  

 

＊＊＊ 

 

15 時 00 分 シンポジウム 

鈴木三重吉創刊『赤い鳥』とフランス語文学の移入と再話 

    司会 金澤忠信（香川大学） 

 

主催校挨拶 久保田啓一（広島大学大学院教授、同大学院文学研究科長） 

 

15 時 05 分 武藤清吾（琉球大学教授）「『赤い鳥』とその時代」 

15 時 35 分 溝渕園子（広島大学大学院教授）「『赤い鳥』と海外の作家」 

16 時 35 分 東海麻衣子（広島大学客員講師）「文人たちの愛したフィリップ ― 日本

におけるシャルル＝ルイ‧フィリップの受容について」 

17 時 05 分 宮川朗子（広島大学大学院教授）「児童雑誌の詩学 ― アンドレ・リシュ

タンベルジェの作品を中心に」 

17 時 25 分 野呂 康（岡山大学准教授）「伝記記述と作家の生涯 ― シラノ・ド・ 

 ベルジュラックの項目」 

18 時  終了 
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Ⅱ．役員名簿 

 

2018 年度 

 

支部長       野呂 康（2018 年-2019 年） 

支部代表幹事   宮川朗子（2018 年-2019 年） 

      

（支部役員） 

支部実行委員   井口容子（2016 年-2019 年） 

   金澤忠信（2017 年-2018 年） 

支部監査     萩原直幸（2018 年-2019 年） 

  支部機関誌編集委員 井口容子（2016 年-2019 年 支部実行委員兼務） 

   金澤忠信（2017 年-2018 年 支部実行委員兼務） 

近藤武敏（2018 年-2019 年 委員長） 

   田島俊郎（2016 年-2019 年） 

      野呂 康（2018 年-2019 年 支部長兼任） 

 

 

（本部役員） 

（支部推薦） 

ありかた検討委員 平手友彦（2018 年-2019 年） 

渉外委員      安齋有紀（2018 年-2019 年） 

語学教育委員    柳 光子（2016 年-2019 年） 

研究情報委員    宮本陽子（2017 年-2018 年） 

  広報委員      杉浦順子（2018 年-2019 年） 
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Ⅱ．役員名簿 

 

2018 年度 

 

支部長       野呂 康（2018 年-2019 年） 

支部代表幹事   宮川朗子（2018 年-2019 年） 

      

（支部役員） 

支部実行委員   井口容子（2016 年-2019 年） 

   金澤忠信（2017 年-2018 年） 

支部監査     萩原直幸（2018 年-2019 年） 

  支部機関誌編集委員 井口容子（2016 年-2019 年 支部実行委員兼務） 

   金澤忠信（2017 年-2018 年 支部実行委員兼務） 

近藤武敏（2018 年-2019 年 委員長） 

   田島俊郎（2016 年-2019 年） 

      野呂 康（2018 年-2019 年 支部長兼任） 

 

 

（本部役員） 

（支部推薦） 

ありかた検討委員 平手友彦（2018 年-2019 年） 

渉外委員      安齋有紀（2018 年-2019 年） 

語学教育委員    柳 光子（2016 年-2019 年） 

研究情報委員    宮本陽子（2017 年-2018 年） 

  広報委員      杉浦順子（2018 年-2019 年） 

  

2019 年度  

 

支部長       野呂 康（2018 年-2020 年） 

支部代表幹事   宮川朗子（2018 年-2020 年） 

      

（支部役員） 

支部実行委員   井口容子（2016 年-2020 年） 

   大場静枝(2019 年-2020 年） 

支部監査     萩原直幸（2018 年-2020 年） 

  支部機関誌編集委員 井口容子（2016 年-2020 年 支部実行委員兼務） 

   大場静枝(2019 年-2020 年 支部実行委員兼務） 

近藤武敏（2018 年-2020 年 委員長） 

   田島俊郎（2016 年-2020 年） 

      野呂 康（2018 年-2020 年 支部長兼任） 

 

 

（本部役員） 

（支部推薦） 

ありかた検討委員 平手友彦（2018 年-2020 年） 

渉外委員      安齋有紀（2018 年-2020 年） 

語学教育委員    柳 光子（2016 年-2020 年） 

研究情報委員    大木 勲（2019 年-2020 年） 

  広報委員      杉浦順子（2018 年-2020 年） 
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日本フランス語フランス文学会中国・四国支部規約 

 
 
第１条（名称） 

本支部は、日本フランス語フランス文学会（以下、学会と称する）中国・四国支部と称する。 
第２条（事務局） 

本支部は、支部長の勤務する大学にその事務局を置く。 
第３条（目的） 

本支部は、学会の目的に則り、中国・四国地区における会員相互の連絡を図り、その協力を

促進することによって、中国・四国地区におけるフランス語およびフランス文学の研究・教育

の発展並びに普及に寄与することを目的とする。 
第４条（事業） 

本支部は、前記の目的を達成するため、次の事業を行う。 
１.研究発表会、シンポジウム、講演会の開催。 
２.機関誌およびその他の出版物の刊行。 
３.学会より委託された諸事業。 
４.その他、本支部の目的にそう諸事業。 

第５条（会員の資格・種類） 
本支部は、学会員（正会員、学生会員）、および本支部のみに属する準会員によって構成され

る。 
第６条（権利・義務） 

１.会員は、機関誌の配付を受け、第４条に規定する本支部の諸事業に参加することができる。 
２.会員は、学会会則第 11 条に従い、所定の会費を納入しなければならない。ただし、準会員は

年額 2000 円を、学生の準会員は年額 1000 円を、本支部に納入しなければならない。 
第７条（役員） 

本支部に、次の役員を置く。 
１.支部長１名 
２.支部代表幹事１名（ただし、支部長がこれを兼任することを妨げない） 
３.学会委員会委員（あり方検討委員会委員を含む）若干名 
４.実行委員若干名 
５.支部機関誌編集委員５名 
６.監査１名 

第８条（役員の任務） 
役員の任務を次のように定める。 

１.支部長は、支部の事業を統括し、支部を代表する。 
２.支部代表幹事は、支部長を補佐し、支部長と共に支部事業の企画・運営にあたる。 
３.実行委員は、支部事業の企画・運営に際し、支部長、支部代表幹事を補佐する。 
４.支部機関誌編集委員は、支部機関誌『フランス文学』を編集し発行する。 
５.監査は、会計を監査する。 

第９条（役員の任期および選任） 
役員の選出方法および任期を次のように定める。 

１.役員は総会において選出するものとする。総会が行われない場合には、その他の方法によっ

て選出が行われなければならない。選出の方法は細則の定めるところによる。 
２.支部長の任期は２年とする。原則として重任はできない。 
３.支部代表幹事の任期は２年とする。原則として重任はできない。 
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４.学会委員会委員の任期は、学会運営規則の定めるところによる。 
５.実行委員の任期は２年とする。ただし重任は妨げない。 
６.支部機関誌編集委員の任期は２年とする。ただし重任は妨げない。 
７.監査の任期は２年とする。ただし重任は妨げない。 
８.役員に支障が生じた場合は、ただちに後任の役員を選出しなければならない。その場合、任

期は前任者の残任期間とする。支部長の支障の場合は支部代表幹事が、支部長および支部代表

幹事がともに支障の場合は実行委員が、その他の役員の支障の場合は支部長がその任にあたる。 
第１０条（総会） 

１.総会は、本支部最高の議決機関であり、役員の選出、事業方針、予算、決算などを審議する。 
２.総会は、年に一回、支部長が招集する。総会が開催されない場合は、支部長はこれに代わる

方法を速やかに講じなければならない。 
３.総会は、会員の過半数をもって成立するものとする。 
４.役員の任期および会計年度は、４月１日に始まり、３月 31 日に終る。ただし、学会会則およ

び同運営規則に規定されているものは、その定めるところによる。 
第１１条（改正） 

本規約の改正は、総会の議決による。 
細則 

１.支部長の選出は、選挙によって行われ、上位得票者をもってこれにあてる。 
２.その他の役員の選出は、選挙によって行われ、上位得票者をもってこれにあてる。ただし、

支部長が推薦し、総会においてこれを追認することができる。 
３.選挙は、学会員によって行われる。 

付則 
本規約および細則は、2001 年 12 月 1 日より施行される。ただし、会計に関する事項は、2002

年 4 月 1 日より実施される。学会新会則および同運営規則に関連する事項は、学会 2002 年度春

季大会時の総会における決定にしたがって施行される。 
（2008 年 11 月 29 日 一部改正） 

 本規約および細則は、2009 年 4 月 1 日より施行される。 
（2011 年 11 月 26 日 一部改正） 

  本規約および細則は、2012 年 4 月 1 日より施行される。 
（2016 年 11 月 26 日 一部改正） 

  本規約および細則は、2017 年 4 月 1 日より施行される。 
（2017 年 12 月 9 日 一部改正） 

  本規約および細則は、2018 年 4 月 1 日より施行される。 
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機関誌編集に関する申し合わせ 

（2011 年 11 月 26 日支部総会にて承認）  
 
1. 編集委員長は、編集委員会において、支部長を除く編集委員４名のなかから選出する。 
2. 機関誌は、原則として 2 年に 1 回発行する。 
3. 掲載論文の決定は編集委員会が行う。 
4. 掲載論文は原則として支部大会において口頭発表されたものとする。ただし、編集委員会が執筆を依

頼する場合もある。 
 
付則 
 ① 本申し合わせは、1987 年 11 月 28 日に開催された支部総会において決定された。 
 ② 2008 年 11 月 29 日 一部改正 2009 年 4 月 1 日より施行される。 
 ③ 2011 年 11 月 26 日 一部改正 2011 年 12 月 1 日より施行される。 
 
 

 
支部役員についての申し合わせ 

（2017 年 12 月 9 日支部総会にて承認）  
 
本支部の役員構成は、支部長、支部代表幹事、支部実行委員２名の計４名とする。４名の選出にあたっ

ては、少なくとも異なる３県（中・四国両地方を含む）から選出する。支部実行委員は支部機関誌編集

委員を兼務する。 
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『フランス文学』執筆要綱 

 

日本フランス語フランス文学会中国・四国支部 

 

1. 使用言語は日本語またはフランス語とする。 

2. 原稿は電子ファイルで提出する。字数は注を含め、原則として、日本語全角文字の場合、15,000

字以内、フランス語の場合、30,000 字以内とする。 

電子ファイルは Microsoft Word に準拠したものとし、書式設定は以下のようにする。用紙サ

イズは A4 版、余白は上 35 ㎜、下 30 ㎜、左右 30 ㎜。日本語の文字数は 37 字、行数は 34

行。フォントの設定は、日本語本文は明朝、小見出しや強調などはゴシック、フランス語は

Times。サイズは標準 12 ポイント、論文題目は日本語の場合、14 ポイントの明朝標準書体（ボ

ールドは使わない）、フランス語の場合、14 ポイント Times のボールド。執筆者名は 12 ポイ

ントの明朝標準書体で、姓と名の間にのみ１字分スペースを空ける。日本人の執筆者による

フランス語の場合、執筆者名の日本語表記を（  ）内に付す。 

3. 注は脚注・後注のどちらでもよい。本文中には 1) 2)のように右肩に上付小字で参照を指示す

る。この指示が、句読点、コンマ、ピリオドと同時に用いられる場合は、次の順序とする。 

 例：……指摘した 1)。  ……指摘したが 2)、…… 

4. 注や引用は 10 ポイント。作家、研究者の姓の二つ目以下の文字は大文字で 10 ポイントとす

る。 

 例：Victor HUGO 

5. 欧文作品名、雑誌名はイタリック体とする。和文作品名、雑誌名は『  』で囲む。 

 例：Les Temps modernes，『フランス文学』 

6. 引用文は、上下を一行分、左を二字分あけて、引用文であることをはっきりさせる。和文の

中に改行せずに和文を引用する場合は「  」記号を、欧文を引用する場合は«  »記号を

用いる。 

7. 原稿は完成原稿とする。 

8. 執筆者による校正は原則として初校のみとする。 

9. 執筆者には抜刷または本誌 20 部を贈呈する。 

 

付則 

① 2001 年 12 月 1 日 一部改正。 

② 2011 年 11 月 26 日 一部改正。 

 
 

109


